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はじめに

日本語を母語とするフランス語学習者の

発音に関する研究
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• Kikuchi (1984)

日本語母語話者のフランス語の発音

[s]と[ʃ]、[z]と[ʒ]の音響音声学的研究

- [si]と[ʃi]の対立 機能ていない

日本語のサ行の影響 [si]＞[ʃi]

- [z]と[ʒ] 破擦化

日本語の影響

- 発音練習の必要性
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杉山・川口 (2007) フランス語初級学習者の音声の獲得について

- 大学1年の4月と7月 単音弁別能力・発音能力に変化なし

- 母音

/i/と/y/ 聞き分けや発音に問題なし

/y/と/u/ 学習者は弁別できていると認識するが、

実は/u/の調音が難しい

/e/と/ɛ/、/o/と/ɔ/ 弁別が難しい

/e/ と /o/、/ɛ/ と /ɔ/ ミニマルペアの発音し分けが比較的困難

/o/ 日本語の「オ」のよう

- 子音

/ʃ/と/ʒ/ 発音が難しい、/ʒ/＞日本語の破擦音「ジュ」

/ʁ/と/l/、/b/と/v/ 弁別が難しい 5
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IPFC (Interphonologie du francais contemporain)

「現代フランス語の中間音韻論」の音声データを分析した研究

• Detey et al. (2010), Racine et al. (2010)

スペイン語および日本語を母語とするフランス語学習者（中上級～上級）

[ɔ̃], [ɑ̃], [ε]について [ɔ̃]は[ɑ̃], [ε]よりもネイティブ評価が高い

• Marushima et al. (2010) 日本語を母語とする学習者（初級～中級学習者）

[u]と[y]について 特に[u]の発音が難しい

• Racine et al. (2012)

スペイン語および日本語を母語とするフランス語学習者（中上級～上級）

[u], [y]について 日本語母語話者 /y/より/u/が難しい

日本語の/u/[ɯ]の影響
6
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川口他 (2012 : 42) 日本語母語話者の発音特徴

- 母音

[u] [ɯ]あるいは[ə]として実現することがある

[y] 渡り音を前に伴い[jɯ]と発音する傾向がある

[œ]と[ø] [ɯ]と発音することがある

- 子音

[b]と[v]、[l]/[ʁ]の対立苦手

[ti] 破擦音[ʧi]になる

[si]/[ʃi]の対立 [si]が[ʃi]に近い発音になり、対立が機能しない

[ʒ] 破擦音[ʤ]になる、

綴り字 f や h 日本語の「フ」[ɸ]などが発音されることがある

子音連続の間に母音を挿入
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子音についての研究が少ない

伊藤・川口 (2021) 主に中級～中上級のフランス語学習者

- [l]/[ʁ] 標準的フランス語の発音と高い一致率

対立が良く機能

- [i]の前の[t],[s],[ʃ]

標準的フランス語の発音との一致率が

学習者によってまちまち

↓

仮説

学習者のレベル・留学期間と関連性があるのでは？ 8

１．先行研究



2. リサーチクエスチョン

日本語を母語とするフランス語学習者の

[i]の前の[t], [s], [ʃ]それぞれの発音について

①標準的フランス語とどの程度一致しているか？

②一致率とレベル、留学期間との間に関連性はあるか？
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3. 方法
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3.1. コーパス

• 「A corpus-based multi-level analysis of spoken 

French produced by pre-advanced  Japanese learners 

of French」 科研費15H03227 基盤研究（B）

• 「フランス語、ポルトガル語、日本語、トルコ語の

対照中間言語分析」科研費16H03442 基盤研究（B）

以上の2つの枠組みで作成された

日本語を母語とするフランス語学習者50人の音声データ

音声録音時期 2017年3月～2020年2月
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3つの音声データ

*PFC (Phonologie du Français Contemporain : usage, variétés et 
structures) 

「現代フランス語音韻論：言語使用、変種、構造」

**IPFC (Interphonologie du francais contemporain)

「現代フランス語の中間音韻論」
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「読み上げタスク」

音声データ名 調査語リスト

「繰り返し」
PFC* プロジェクト 94語

「読み上げ」

「学習者用読み上げ」 IPFC** プロジェクト 61語



3.2. インフォーマント
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日本の３大学 フランス語専攻大学2年生以上（含大学院生） 50人

A2

初級
B1

中級
B2

中上級
C1

上級
不明

4 23 11 1 11

• レベル 初級A2～上級C1

（人）

• 留学期間 0～12ヵ月（小数点以下切り下げ）

大学A 大学B 大学C

23 12 15

（人）

0ヵ月 1ヵ月 4ヵ月 7ヵ月 8ヵ月 9ヵ月 10ヵ月 12ヵ月

11 13 1 1 1 9 7 7

• 3つの大学の人数

（人）



3.3. 分析対象とする発音

• [i]の前の[t] ⇒ 「[i]の前の t 」と呼ぶ

• [i]の前の[s] ⇒ 「[i]の前の s 」

• [i]の前の[ʃ] ⇒ 「[i]の前の ch 」
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3.4. 標準的なフランス語の軸

規範的ではないバリエーションも掲載する発音辞典

• Michaelis et Passy (1927)

19世紀末～20世紀初頭の北フランスの口語

• Martinet et Walter (1973)

1970年頃のパリの口語
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3.5. 手順

• コーパスの音声データを伊藤が聞き取り

迷う場合は、川口が確認のために聞き取り

•学習者の発音 標準的フランス語の発音辞典と対照

標準的フランス語と一致する発音 ：１

一致しない発音：０

•標準的フランス語との一致率を算出

•分析対象ごとに、全ての語で一致した学習者、

それ以外の学習者の割合を算出

•発音特徴を考察

•統計的手法で、レベル、留学期間との関連性を分析
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4. 分析
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学習者の発音と
標準的フランス語の発音との一致数

18

学
習
者

[i]の前の t [i]の前のs
[i]の前の

ch

「繰り返し」 「読み上げ」
「学習者用
読み上げ」

「繰り返し」 「読み上げ」
「学習者用
読み上げ」

「学習者用
読み上げ」

1語
petit

1語
petit

2語
tic, bâti

2語
scier, 

socialisme

2語
scier, 

socialisme

2語
sic, assis

2語
chic, hachis

1 1 1 2 2 2 3 2

2 1 0 2 2 2 2 1

3 1 1 2 2 1 2 1

・・・
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

48 1 0 0 1 1 2 1

49 1 1 2 1 1 1 2

50 1 1 2 2 2 2 2



4.1.標準的フランス語との一致率
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4.1.1. 全体の一致率

20

64%

36%

一致 不一致



21

90%

60%
70%

37%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

[i]の前の t [i]の前の s

一
致
率

「繰り返し」 「読み上げ」

4.1.2. 「繰り返し」と「読み上げ」
各単語の一致率の比較

標準的フランス語との一致率

「繰り返し」＞「読み上げ」



「繰り返し」と「読み上げ」の一致単語数
対応のある t 検定
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それぞれ、両側確率＜有意水準 5% (0.05) 

[i]の前の s

0.001

どちらの分析対象も
「繰り返し」と「読み上げ」の平均値に有意差が認められる

「繰り返し」と「読み上げ」

[i]の前の t

0.002



「繰り返し」と「読み上げ」
一致率の違いについての考察

• タスクによって注意度に違い

（ドゥテ他編著 川口他編訳 2019）

⇒ 「繰り返し」 注意が必要

「読み上げ」 注意度はより低い

23

「繰り返し」 ＞ 「読み上げ」 の要因

• 「読み上げ」
綴り字と発音の関係の知識が必要



4.1.3. [i]の前の t

24



90%

8%

2%

「繰り返し」 1語 petit
標準的フランス語[t]

• 一致率 90%

• 不一致 日本語「チ」のような破擦音[tɕi]、破擦音[tsi]
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■一致 ■[tɕ] ■[ts]



「読み上げタスク」 3語 petit, tic, bâti
標準的フランス語[t]

• 一致率 3語とも約70%

• 不一致 日本語「チ」のような破擦音[tɕi]、破擦音[tsi]
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petit tic       bâti

70%

26%

4%

68%

32%

0%

66%

32%

2%

■一致 ■[tɕ] ■[ts]



「読み上げタスク」 3語 petit, tic, bâti
3語統合
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52%
32%

16%

■3語全て一致 ■それ以外 ■全て不一致

３語全て一致する学習者 52%

一致したりしなかったり、単語によって異なる学習者 32%



[ti] ＞破擦音[tɕi]

破擦音[tɕi] 日本語「チ」の影響の可能性

城生他 (2011 : 483）

日本語のタ行の頭子音

タ チ ツ テ ト

[t] [tɕ] [ts] [t] [t]
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インフォーマント
「繰り返し」 「読み上げ」 「学習者用リスト」

petit petit tic bâti

37 一致 [ts] 一致 [tɕ]

38 [ts] [ts] [tɕ] [tɕ]

45 一致 一致 [tɕ] [ts]
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[ti] ＞破擦音[tsi]

インフォーマント
モントリオール留学

33 一致 一致 [tɕ] [tɕ]

42 一致 一致 [tɕ] [tɕ]

DETEY et al.編著川口ほか編訳 (2019 : 181)

北アメリカのフランス語
前舌狭母音[i, y]や半母音[j, ɥ]の前 /t/ と /d/ が破擦音[ts]と[dz]になる

留学地域の発音影響の可能性

個人差

個人に発音に揺れ



4.1.4. [i]の前の s
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31

「繰り返し」 2語 scier, socialisme
標準的フランス語[s]

scier socialisme

• 一致率 語によって異なる
• 不一致 [si] > 日本語「シ」のような音

74%

26%

46%

54%

■一致 ■[ɕ]

[sj] > 「シ」 [ɕi]のよう
[sja] >「シャ」[ɕa]のよう
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sic       assis scier socialisme

「読み上げタスク」 4語 sic, assis, scier, socialisme
標準的フランス語[s]

一致率 語によって異なる
不一致 「シ」[ɕi]のような音
綴り字と音の関係の知識

68%

32%

66%

32%

2%

44%

56%

20%
30%

68%

2%

発音に迷い

■一致 ■[ɕ] ■その他

「原文どおり」 ci[sj] > 「シ」 [ɕi]

cia[sja] >「シャ」[ɕa]

[dz]

子音字 ss[s]
Science から連想可
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[i]の前の s
統合

42%

47%

11%

■全て一致 ■それ以外 ■全て不一致

「繰り返し」
2語 scier, socialisme

6%

86%

8%

「読み上げタスク」
4語 sic, assis, scier, socialisme

「繰り返し」 全て一致 42%

一致したりしなかったり、単語によって異なる学習者 47%

「読み上げタスク」 全て一致 6%

一致したりしなかったり、単語によって異なる学習者 86%



[si] ＞ [ɕi]

[si]＞日本語「シ」[ɕi]のよう

Kikuchi(1984)

日本語のサ行の影響 [si]ではなく[ʃi]

城生他 (2011 : 483）

日本語のサ行の頭子音

サ シ ス セ ソ

[s] [ɕ] [s] [s] [s]
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4.1.5. [i]の前の ch
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36

70%

37%

74%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

[i]の前の t [i]の前の s [i]の前の ch

「学習者用読み上げ」 2語 hachis, chic 
一致率

「読み上げ」 「学習者用読み上げ」
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hachis chic       

「学習者用読み上げ」 2語 hachis, chic 
標準的フランス語[ʃ]

一致率 語によって異なる

68%

20%

12%

82%

8%

6% 2%

■一致 ■[s] ■[tɕ] ■[k]

綴り字と音の関係の知識が不完全、調音に揺れ

不一致 [si], 日本語「チ」[tɕi]のような音, [ki]
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54%
40%

6%

■2語全て一致 ■どちらか一致 ■2語全て不一致

「学習者用読み上げ」 2語 hachis, chic 
統合

全て一致 54%

一致したりしなかったり、単語によって異なる学習者 40%



4.1.6 si/chi ミニマルペア
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si/chi ミニマルペア
「学習者用読み上げ」 4語 sic/chic, assis/hachis

40

ch の一致率 ＞ s の一致率

58%22%

10%

10%

sic/chic

42%

26%

24%

8%

assis/hachis

■s/ch 2語とも標準的フランス語と一致 ■ ch のみ一致
■s のみ一致 ■ 2語とも不一致



[i]の前の s/ch の対立あり 28%

対立が不完全、対立がない 72%
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si/chi ミニマルペア
「学習者用読み上げ」 4語 sic/chic, assis/hachis

2つのペアの統合

28%

70%

2%

■全て標準的フランス語と一致
■その他
■全て標準的フランス語と不一致



4. 1.6.標準的フランス語との一致率と
レベル、留学期間との関連性について

42



[i]の前の t の発音の標準的フランス語との一致率と
レベル、留学期間の関連性（対応ありの分散分析）

43

交互作用 有意ではない

0～4ヵ月 一致率高
7, 9, 10ヵ月 低
12ヵ月 高

標準的フランス語の
音声との一致率

留学期間の長短で
一概に言えない留学期間 有意差あり ⇒

レベル 有意差なし
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交互作用 有意ではない
レベル、留学期間 それぞれ有意差なし

[i]の前の s の発音の標準的フランス語との一致率と
レベル、留学期間の関連性（対応ありの分散分析）
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[i]の前の s の発音の標準的フランス語との一致率と
レベル、留学期間の関連性（対応ありの分散分析）

交互作用 有意ではない
レベル、留学期間 有意差なし
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2つのミニマルペアsi/chi 統合
「学習者用読み上げ」 4語 sic/chic, assis/hachis

レベルとの関連性

28%

70%

2%

■4語全て標準的フランス語と一致
■その他
■ 4語全て標準的フランス語と不一致

なし：4人

C1：1人
なし：7人

B1：7人
B2：3人

B1：1人

B1：15人
B2：8人

A2：4人
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2つのミニマルペアsi/chi 統合
「学習者用読み上げ」 4語 sic/chic, assis/hachis

留学期間との関連性

28%

70%

2%
0ヵ月：5人
1ヵ月：2人

9カ月：2人
10ヵ月：2人
12ヵ月：3人

0ヵ月：6人
1ヵ月：11人

9カ月：7人
10ヵ月：4人
12ヵ月：4人

4カ月：1人
7ヵ月：1人
8ヵ月：1人

10ヵ月：1人

■4語全て標準的フランス語と一致
■その他
■ 4語全て標準的フランス語と不一致



5. まとめ
リサーチクエスチョン

日本語を母語とするフランス語学習者の

[i]の前の[t], [s], [ʃ]それぞれの発音について

①標準的フランス語とどの程度一致しているか？

②一致率とレベル、留学期間との間に関連性はあるか？
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5. まとめ
①標準的フランス語とどの程度一致しているか？

• 全体の一致率 64%

• 繰り返し ＞ 読み上げ

⇒ タスクによる注意度の違い

⇒ 綴り字と発音の関係の知識が不十分

49



5. まとめ
①標準的フランス語とどの程度一致しているか？

• [i]の前の t

- 「繰り返し」 90%

「読み上げタスク」 70%

- [ti] ＞日本語「チ」のような破擦音[tɕi]

日本語のタ行の発音の影響

- [ti] ＞破擦音[tsi]

モントリオール留学経験者の一部

⇒留学地域の発音特徴を身に着ける学習者
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5. まとめ
①標準的フランス語とどの程度一致しているか？

• [i]の前の s

- 「繰り返し」 60%

「読み上げタスク」 37%

- 「繰り返し」「読み上げタスク」とちらも

[si] ＞日本語「シ」[ɕi]のような音（日本語の影響）

→日本語母語話者 [si]の聞き取り・調音 難しい

- 「繰り返し」「読み上げタスク」とちらも

単語によって一致率が大きく異なる

「繰り返し」 →/s/という音素として聞こえていない、調音に問題

「読み上げタスク」 → 調音に問題

→ 綴り字と音の関係の知識が不完全

scier, socialisme, sic, assis
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5. まとめ
①標準的フランス語とどの程度一致しているか？

• [i]の前の ch

- 「学習者用読み上げ」 74%

- [ʃi]＞[si]、[tɕi]、稀に[ki]

• [i]の前の s/ch の対立

学習者 28% 対立を持つ

72% 対立が不完全・対立を持たない
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5. まとめ
②一致率とレベル、留学期間との間に

関連性はあるか？

• [i]の前の t、s、ch

レベル、留学期間

いずれも標準的フランス語の発音との一致率と

明らかな関連性はない。

• [i]の前の s/chの対立

レベル 初級以下ではおそらく難しい

留学期間 関連性なし

53

レベル・留学期間との関連性はない



6. 今後の課題
• IPFCの調査語リストを使用した繰り返しタスク

•学習者の音声をより詳しく分析するため、以下を調査
語リストに追加

- 苦手の音声を観察するための単語

- ミニマルペア ex. [z]と[ʒ]

•言語習得適正テスト （音に関する敏感さ）

•音声に対する意識調査（音声に興味があるか）

•動機付けテスト

（対象とする文化集団に入っていきたいか）
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